
























































































































報 告 者 森 邦恵（経済学部教授）
タイトル 水産資源の経済分析に関する考察
11 月 29 日㈭
経済学部研究資料センター［共同研究室 3-408］
報 告 者 菊地 雄太
（北海道大学大学院経済学研究院助教）
タイトル Evaluating Professor-Value-Added:




報 告 者 段忠橋（中国人民大学人文学部哲学院）




報 告 者 河合 直樹（人文学部講師）
タイトル 書道がつなぐ人と地域：災害復興のグルー
プ・ダイナミックス




報 告 者 内田 司（人文学部教授）
タイトル 平成という時代に本学の教育に携わって










報 告 者 小幡 宣和（法学部准教授）
タイトル 歴史的環境保全と法
10 月 18 日㈭
⚑号館⚔階会議室［1-408］





代 表 者 中村 永友
構 成 員 石川 千温，井上 仁，大國 充彦，
奥田 統己，小内 純子，鏡味 秋平，
ᷤ西 俊治，北田 雅子，小池 英勝，
小出 良幸，佐藤 和洋，諸 洪一，
白石 英才，高田 洋，土居 直史，
中村 永友，早田 和弥，平澤 亨輔，
皆川 雅章，宮町 誠一，三好 元，














代 表 者 大國 充彦





⚒．H 18-H 21 科研費研究で収集・整理した資料の公開
に向けての検討活動













































代 表 者 奥田 統己










第 91 回札幌学院大学言語学談話会 2018 年⚗月 26 日㈭
― 8― ― 9―
トーマス ダリン（北海道大学文学研究科専門研究員）
「北海道方言の音調について」




ʠBetween languages and dialects - collateral regional
languages in Europeʡ
第 93 回札幌学院大学言語学談話会（北フォーラム（通算













第 94回札幌学院大学言語学談話会 2018 年 12 月 20 日㈭
Bordin Chinda（Faculty of Humanities, Chiang Mai
University）
ʠCEFR Standards for Foreign Language Testing:
Development in Thailand and Implications for Japanʡ
第 95 回札幌学院大学言語学談話会 2019 年⚑月 24 日㈭
佐々木 冠（立命館大学）
「ラ行五段化の多様性」






代 表 者 新田 雅子
構 成 員 浅川 雅己，井上 大樹，石井 和平，
碓井 和弘，内田 司，大國 充彦，
小内 純子，片山 一義，北林 雅志，
白石 英才，高橋 麻美，鶴丸 俊明，
中田 雅美，中村 永友，中村 裕子，
平澤 亨輔，藤野 友紀，皆川 雅章，
三好 元，村澤和多里，山本 純，
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日時（場所） 話題提供者 タイトル／概要 参加者
《第⚓回》














































































中村 永友 疑似正規乱数の高速生成と数理的背景に関する研究 500,000






























































































対外的な儀式の講演録を除く 1969～79 年までの 11 年分
を用い，Microsoft Surface Go 上，MS-Windows10 pro
にて動く統計ソフト R（ver.3.5.1），内容分析ソフト











































































































































































































































































































LD 学会第 29 回大会において研究発表が行われる予定
である．
◆研究者
大宮 秀淑，佐藤 祐基，畠山 雪恵，山家 研司，
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分析より─」『消費者教育』第 38 号（2018 年⚙月）
【研究発表】







⑵IASCE（Cooperative Learning in Far-East Asia and
theWorld: Achieving and Sustaining Excellence）2019
年⚓月にて「Awareness of the Wealth Gap among


































































































（The Effectiveness of the Negative Interest Rate
Policy in Japan: An Early Assessment. Yuzo Honda








（The Emergence of a Parallel World: The
Misperception Problem for Bank Balance Sheet Risk
and Lending Behavior. Hitoshi Inoue, Kiyotaka
Nakashima, and Koji Takahashi. 2018 Asian Meeting
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（Uncertainty and Investment-Cash Flow Sensitivity.













































片 山 一 義
◆研究報告


















出張先機関（University of California, Berkeley, Ethnic
Studies Library, Stanford University, Hoover Library
and Archives, The Tule Lake Unit, Oregon Nikkei
Legacy Center, Japanese Cultural & Community Center
of WA, University of Washington, Suzzallo Library,
Nikkei National Museum & Cultural Centre, The
University of British Columbia）
⚒．学会費，消耗品等で約⚔万円程度．
⚓．その他ほとんど研究図書の購入．

































































































白 石 英 才
◆研究報告
・2018 年 11 月⚑日～⚓日，中央民族大学中国少数民族
語 言 文 学 学 院（北 京 市）で 開 催 さ れ た The
International Conference on Big Data driven AI
Services on the Ethnic Cultures and Languages along
the Belt and Road において研究発表（タイトル：
Linguistic Diversity in Northeast Asia）を行った．
・国 立 国 語 研 究 所 が 編 纂 を 主 導 す る シ リ ー ズ
Handbooks of Japanese Language and Linguistics の
Handbook of the Ainu Language（Mouton De Gruyter
社から 2020 年⚖月出版予定）のうち，担当章である
― 22 ― ― 23 ―
Language contact between Ainu and Northern






















①学会費，学会参加費 約 10 万円
②書籍 約 30 万円




































































































〔⚔〕 出張旅費【東京，旭川，下関】 〔⚔〕13 万円




































































山 田 智 哉
◆研究報告
主成分分析において monotone incomplete data を用
いる効果についての下記の論文を投稿し掲載された．
Tsukada S. and Yamada T. Asymptotic Properties for
the Eigenvalue and Eigenvector of a Covariance Matrix
under Two-Step Monotone Incomplete Multivariate
Normal Data, American Journal of Mathematical and
Management Sciences
昨年度に引き続き，重根がある場合の効果について検
























井 手 正 吾
◆研究報告
「ロールシャッハ，MMPI を主とした心理診断に関す

































































































































































































らびに Conjoint Analysis ソフト）購入が大きな支出と
なった．










れた「The Taos Institute Silver Jubilee 25 years of
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た．⑶その他諸経費（学会年会費，消耗品費，印刷費）
として，約⚓万円を使用した．




























































































コホ J. C. Jr.
◆研究報告
In 2019, as a PhD candidate at Hokkaido University
since April 2018, I have researched about 学習障害,
learning accommodations, and inclusive practices, and
joined a weekly seminar class.
I published a research paper on the 札幌学院大学人文
学会紀要 第 104 号（2018 年 10 月）. Cooperative devel-
opment and Japanese graduate-school teachers: a case
analysis.
I delivered a talk at the 52 nd International IATEFL
Conference and Exhibition held in Brighton, UK (10-13
April, 2018): Language learning disabilities in higher
education: a multidisciplinary approach.
A paper summarising this talk was published in the
Conference Selections publication, in February 2019.
I conducted a workshop with a colleague at the
JALT2018 International Conference held in Shizuoka
(23-26 November 2018): Sociocultural perspective-A
short story.
I gave a presentation at the 平成 30 年度函館英語英文
学会研究発表会 held in Hakodate (1 December, 2018):
The role and relevance of intercultural communication in
a communication skills course.
◆個人研究費の執行概要
My research funds were used mainly for:
⚑) covering transportation, accommodation and other
costs involved in participating in conferences and
events
⚒) purchase of office supplies and equipment
⚓) covering the expenses (honorarium) resulting from





























⑴評言節としての I must say の用法記述と言語変化の
研究を進めた．辞書等で用法記述を確認し，データ収
集を行っている．2018 年度は，19 世紀と 21 世紀のア
メリカ英語から用例を収集し，その分析と考察結果を，












































































































⚑) 平成 30 年度厚生労働科学研究費「発達障害心療専
門拠点機関の機能の整備と安定的な運営ガイドライン
作成のための研究」（Ｈ30－身体－一般 001）に加わり，
― 30 ― ― 31 ―
研究の方向性，役割分担等についてのミーティングを
重ねた．






























で発表を行った．9 th Congress of the European Society












































中 村 敦 志
◆研究報告
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その他消耗品：数百円


















































































































共同研究を行い，2018 年 10 月 20 日㈯に立命館大学で開
催された英語語法文法学会第 26 回大会のシンポジウム
に上記⚓名の先生方と登壇し研究発表を行った．発表内
容は 2019 年 12 月に学会誌にまとめる予定である．
また，北海道大学の野村益寛先生を中心に，對馬康博
先生（藤女子大学）・水野優子先生（旭川高専）・眞田敬
介先生（本学）と，Barbara Dancygier and Eve Sweetser







山 本 政 俊
◆研究報告


























































































2,032 件であったが平成 29 年 4001 件で，⚕年間で約
2,000 件増の相談件数になっている．ショートステイの
利用日数も平成 25 年は 42 日，平成 29 年は 62 日と日数
は増えている．虐待の相談件数も平成 25 年度 36 件，平
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【心理学部】





Kong Journal of Occupational Therapy に「Therapeutic
responses to a frontal/executive program in autism































SGU 教師教育研究第 32 号に執筆掲載．また，学会旅費
助成を受け，日本における若年者の自殺対策の今後と公
認心理師の役割について，11 月にフィリピンで開催され
た 24 th Annual Biennual Association of Psychological
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会年会費，その他トナーや紙，筆記具の購入に使用























理学紀要，⚑⑴，73-83．2018 年 10 月
「知的ギフティッド群の子どもの認知特性と抱える困難
について」（共同発表）日本 LD学会第 27 回大会，2018
年 11 月
「特別支援教育における発達障害への実験的接近⑸」（指



















































Reinforcement and Family Training（以下，CRAFT）で





































伊 藤 雅 康
◆研究報告





































































































































































横 路 俊 一
◆研究報告








































































開催日 2018 年⚗月 18 日㈬ 13 時 30 分～16 時 30 分




































日時 2018 年 11 月 10 日㈯ 13：00～17：00
場所 札幌学院大学B 101 教室
〒069-8555 江別市文京台 11 番地
プログラム
13：00






































はじめに：文化遺産と地域振興 札幌学院大学人文学部教授 臼杵 勲
基調講演 北海道の旧石器文化 東京大学大学院人文社会系研究科教授 佐藤 宏之
報告⚑ 置戸町黒耀石原産地における札幌学院大学の調査 札幌学院大学人文学部講師 大塚 宜明
報告⚒ 上ノ国町における文化遺産の保存と活用 ～歴史文化基本構想策定の取組みを参考にして～
上ノ国町教育委員会 学芸員 塚田 直哉
報告⚓ 観光立国・地域創生に向けた文化財VRの取り組み
凸版印刷株式会社情報コミュニケーション事業本部























































産地推定に基づいて─ 大塚 宜明・金成 太郎
・Cooperative development and Japanese graduate-
school teachers: a case analysis










第 105 号（2019 年⚒月発行）
論 文
・ハイデガーの『存在と時間』はなぜ未完に終わったか
― 50 ― ― 51 ―
（3） 奥谷 浩一




















り方を探る─ 畠中 康子・布見 道子
札幌学院法学







































一色出版，2018 年⚔月 20 日刊行
編者／国際銀行史研究会 執筆者／北林雅志 ほか
（目次）
第 12 章 アルゼンチン（北林）
― 52 ― ― 53 ―
【4】『生理心理学と精神生理学 第Ⅲ巻 展開』
北大路書房，2018 年⚕月 20 日刊行
監修者／堀忠雄，尾﨑久記 編集者／室橋春光，苧阪満里子
【5】『中井久夫との対話 生命，こころ，世界』
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学会発表旅費助成対象者一覧
― 54 ― ― 55 ―
学部 申請者 学会名 開催地 発表タイトル
経営学部 北林 雅志







International Association for the





Awareness of the Wealth Gap among
Thai and Japanese University Students
through an Intercultural Exchange
Program
経済学部 高田 洋














Empirical Study of Per-passenger and
Per-flight Airport Charges
経済学部 中村 永友




















Transitivity alternation with produc-
tive and non-producitve morphology in








人文学部 コホ ジュニア J.C.




Language learning disabilities in higher
education: a multidisciplinary approach
人文学部 ヒンクルマン D.W.
International Association for the





Awareness of the Wealth Gap among
Thai and Japanese University Students
through an Intercultural Exchange
Program
人文学部 中田 雅美





Social Support Exchange of the
Japanese Children between the biologi-
cal Mothers and the Mothers-in-Law
人文学部 舛田 弘子


















Method of enhancing student's
self-understanding: possibility of
Tojishya Kenkyu
― 54 ― ― 55 ―
学部 申請者 学会名 開催地 発表タイトル
心理学部 大宮 秀淑















Mental Health Challenges in Japan.
心理学部 佐野 友泰



































氏 名 職名 所属 採用日
黄 昕 講師 経営学部 2018 年 4 月 1 日
森 邦 恵 教授 経済学部 2018 年 4 月 1 日
河 合 直 樹 講師 人文学部 2018 年 4 月 1 日
山 本 政 俊 教授 人文学部 2018 年 4 月 1 日
荻 野 昭 一 教授 法学部 2018 年 8 月 1 日
小 幡 宣 和 准教授 法学部 2018 年 4 月 1 日
横 路 俊 一 教授 法学部 2018 年 4 月 1 日
退職
氏 名 職名 所属 退職日
鶴 丸 俊 明 教授 学長 2019 年 3 月 31 日
鏡 味 秋 平 教授 経済学部 2019 年 3 月 31 日
佐 藤 和 洋 教授 経済学部 2019 年 3 月 31 日
内 田 司 教授 人文学部 2019 年 3 月 31 日
塩 見 啓 一 教授 人文学部 2019 年 3 月 31 日
二 通 諭 教授 人文学部 2019 年 3 月 31 日
宮 町 誠 一 教授 人文学部 2019 年 3 月 31 日
長期在外研究員











































































































































































































この他に，⚕月 12 日，13 日に亜細亜大学で行われた
地域社会学会，⚕月 26 日，27 日に北海道大学で行われ
た日本農業経済学会，⚖月⚙日に北海道教育大学旭川校
で行われた北海道社会学会，⚙月 15 日，16 日に甲南大

















研究代表者 研究種目 研究課題 直接経費


















































































































































































































化テキスト対応づけと公開」として A と B の作業の成
果の一部約 130 分ぶん（「rupaus kamuy ルパウシ カ
ムイへのお祈り wakka us kamuy ワッカ ウシ カ
ムイへのお祈り」，「uwepeker ウウェペケレ 民話






















































平成 30 年⚘月 30 日
◆出版社
慶應義塾大学出版会




















































































































































































































































































会（Econometric Society Australasian Meeting,














































































内容は以下の通りだった．a）2018 年⚕月 10 日
ACRAFT ASIA ホ ー ム ペ ー ジ 開 設（ACRAFT は
CRAFT を含むより包括的なプログラム群）・その中で
CRAFTの紹介動画を無料で閲覧可能とした（それに先
立ち 2018 年⚑月⚕日同団体を設立；https: //www.
acraftasia.org/），b）⚗月 19～31 日 ACRAFT先進地オ
ランダを視察，c）10 月 20～21 日・⚑月 12～13 日国立障
害者リハビリテーションセンター発達障害情報・支援セ
ンター主催研修の中で CRAFT や ACRAFT ASIA 紹
介，d）12 月⚙日関係者会議を開き長期計画確認，e）
2019 年⚓月 14 日日本での公認セラピストトレーニング
システムスタート．
また上記について⚒回学会で発表した．
― 72 ― ― 73 ―































































河合 直樹：①メキシコ，11/4～11/13，The Taos In-
stitute Silver Jubilee 25 years of Inno-
vation in Social Construction での研究
発表
北田 雅子：①アメリカ，10/28～11/4，MINT（Moti-
vational interviewing network of train-
ers）Forum 2018 出席







中田 雅美：①ノルウェー，5/2～5/6，第 24 回北欧老
年学会での研究発表
②ポルトガル，9/3～9/10，9 th Euro-



















































































































2018 年度 総合研究所長 大國 充彦（経済学部）
研究支援委員 長岡 正（経営学部）高橋 寛人（経済学部）
臼杵 勲（人文学部）井手 正吾（心理学部）田處 博之（法学部）
第⚔回研究支援委員会
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札幌学院大学 総合研究所 年報 2018
2019 年 11 月 30 日発行
発行者 札幌学院大学 総合研究所
〒069-8555 北 海 道 江 別 市 文 京 台 11 番 地
電話 011─386─8111(代）
代表者 大 國 充 彦
印刷所 株式会社 アイワード
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